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Ⅰ はじめに
フィンガーペインティング (Finger painting：
以下, FPとする) とは, 自分の指や手のひらに直
接絵の具をつけて自由に表現する絵画表現技法の一
つである (Shaw, 1934／1982)｡ 岡田 (2006) に






に子どもの空想表現を引き出し (岡田, 2006), 成
人においても童心に返り自由に表現する機会となる｡












して (林, 2011), また, パーソナリティ傾向と表
現体験の関連性 (岡本, 2005), FPの表現生成過
程を捉える試み (安立, 2018) などがなされている｡
しかしながら, 表現を支える素材についての研究は
少なく, 岡田 (2006) が指摘したような用紙サイズ
による体験の違いに注目した研究はみられない｡
一般に, 描画法における用紙は描き手にとっての
｢環境｣ と考えられ (市来・内藤・金井, 2005), 用
紙に対して描き手がどのように内的世界を表現する
のかに注目する｡ 用紙が ｢環境｣ という側面を持つ
のであれば, 用紙サイズの違いは描き手の体験に強
く影響するのではないかと考えられる｡
市来他 (2005) は, 自由画, 木の絵, Feeling pic-













Paper sizes for finger painting
ITO, Saki (School of Psychology, Chukyo University)
BABA, Shizu (School of Psychology, Chukyo University)
This study explores the optimum paper size for finger painting. An experiment was conducted to com-
pare nine university students' finger paintings using two paper sizes. A healthy regression experience scale
did not find significant differences between the two paper sizes. The university students were healthy and
adjusted their art expression according to the available space on the paper. The interview results showed
that the bigger size gave them a feeling of freedom, but it was necessary to make efforts to utilize the avail-
able space. However, it was easier to use the smaller paper size for art expression. Many participants dis-
cussed their impressions about leaving spaces blank. Some participants worked hard to lose the blank
spaces, while other participants left spaces blank in their art expressions. The paper size is an "environment"
for the art expression; thus, it is necessary to pay attention to how the blank spaces are used.
Key words: finger painting, paper size, regression effects








だろうか｡ 上述したように, 岡田 (2006) は精神科
臨床において大きなサイズでの FPには注意が必要
であると述べている｡ しかし, 健常な大学生にとっ










参加者募集に応募した大学生 9名 (男性：2 名,
女性：7 名) を対象とした｡ 平均年齢は 21.22 歳
(SD＝0.63) であった｡ すべての参加者は FPが未
体験であった｡
2 . 材料
四つ切画用紙 (以下, 四つ切とする), 八つ切画
用紙 (以下, 八つ切とする), 絵の具 (ポスターカ
ラー 12色：赤・青・緑・黄緑・深緑・桃・黄・橙・






田 (2014) の健康的退行体験尺度を用いた｡ この尺
度では, ｢時間の感覚がなかった｣ ｢思ったまま自由
にできた｣ などの 13 項目が退行体験を反映するこ
とが明らかにされている｡ 各項目は ｢当てはまらな
い｣～ ｢当てはまる｣ までの 5 件法で, 13 項目の合
計得点を健康的退行体験得点として算出した｡
4 . 手続き
FPは個別法で実施し, 2 種類の用紙サイズ (四
つ切, 八つ切) を使用して, 1 人 2 回行った｡ 複数
回実施の順序効果を考慮し, 1回目に 5名が八つ切,
4 名が四つ切を使用することでカウンターバランス





















FP終了後, 川田 (2014) の健康的退行体験尺度
への回答を求めた｡ 次に 10 分程度を目安にインタ
ビューを行った｡ 1 回目の内容は ｢手を汚すことに
抵抗はありましたか｣ ｢絵の具の感触はどうでした


















短い参加者が 5分 5 秒, 最も長い参加者は 31 分 45
秒であった｡ 八つ切では最も短い参加者が 6分 8秒,
最も長い参加者は 17 分 57 秒であった｡ それぞれの
用紙の平均実施時間を算出した｡ その結果, 四つ切
は 11 分 25 秒 (M＝685.44 秒；SD＝509.94), 八つ
切では 9 分 35 秒 (M＝574.78 秒；SD＝241.01) で
あった｡ 両サイズの実施時間に差がみられるかにつ
いて, 対応のある t検定を行ったところ, 有意な差
はみられなかった (t (8)＝-.84, n.s.)｡ 実施時間で
は, 用紙のサイズに関係なく, 1 回目の実施時間が
2回目よりも長い参加者が 7名 (77.8％) であった｡
参加者の FPの様子を観察したところ, 用紙サイ
ズによって使用された指の本数が異なっていた｡ 四
つ切では 2 本以上の指を使用した参加者が 6 名
(66.7％) であったのに対し, 逆に八つ切では指を 1
本のみ使用した参加者が 6名 (66.7％) であった｡
四つ切実施後の健康的退行体験得点の平均は
46.60 点 (SD＝8.06), 八つ切では 47.00 点 (SD＝
7.56) であった｡ それぞれの得点について対応のあ
る t検定を用いて比較したところ, 有意な差はみら
れなかった (t (8)＝0.27, n.s.)｡
インタビュー時の ｢どちらの用紙サイズがより没
頭・満足できましたか｣ という質問に対して, 四つ
切と回答した参加者が 7 名 (77.8％), 八つ切と回
答した参加者は 2 名 (22.3％) であった｡ ｢手を汚
すことに対して抵抗はありましたか｣ という質問に
対しては, ｢抵抗はなかった｣ が 6 名 (66.7％),
























で FP場面では, 四つ切では 2本以上の指を使用し
た参加者が 6名 (66.7％) であったのに対し, 八つ
切では指を 1 本のみ使用した参加者が 6 名
(66.7％) という特徴がみられた｡


















今回は 7 名 (77.8％) の参加者が用紙サイズに関
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抵抗があった参加者は 3名 (33.3％) であったが,
その 3名とも描いていくうちに ｢慣れて気にならな





のは 7 名 (77.8％), 八つ切の方が没頭できたと回



































































































いた｡ 参加者③の作品では, 八つ切作品 (Figure
4.) よりも四つ切作品 (Figure 5.) の余白が目立っ
ている｡ 日本美術の理解では, 東洋絵画における余







による ｢空間｣ の表現だとされている (村田・高橋・
大谷, 2016)｡ これは, 日本の文化である書道にも
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